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明
石
支
部

ニ
ュ
ー
ス

投稿歓迎！

☆協会ホームページ・明石支部→ http://www.hhk.jp/sibu/akasi/akasi.htm　もぜひごらんください。

明石支部からもさらに協力を
東日本大震災　支援活動大震災被災者に援助の手を

                                                                      　　　　　　　理事長　池内　春樹
                             

　

協
会
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

と
し
て
、
医
療
支
援
、
募
金
活
動
、
厚
労

省
や
国
会
議
員
へ
の
緊
急
要
請
行
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

３
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
は
、
協

会
の
広
川
恵
一
理
事
が
事
務
局
員
ら
と
と

も
に
現
地
入
り
し
、
宮
城
県
の
避
難
所
や

宮
城
協
会
で
、
医
療
支
援
や
被
災
状
況
・

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
と
め
た
。

　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
吉
田
小
学
校
や

天
真
小
学
校
、坂
総
合
病
院
な
ど
も
訪
問
。

広
川
理
事
は
被
災
住
民
一
人
ひ
と
り
に
声

を
か
け
、
健
康
状
態
の
確
認
や
必
要
に
応

じ
て
投
薬
を
行
っ
た
。

　

３
月
27
日
に
は
、
元

町
・
大
丸
前
で
東
日
本

大
震
災
救
援
街
頭
募
金

を
実
施
。
１
時
間
弱
で

３
万
３
５
９
１
円
の
募

金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

池
内
春
樹
理
事
長
、

武
村
義
人
・
加
藤
擁
一
・

吉
岡
正
雄
各
副
理
事
長

が
白
衣
姿
で
参
加
し
、

買
い
物
途
中
の
市
民
な

ど
に
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

訴
え
た
。

　
「
被
災
地
の
医
療
体
制

の
復
旧
の
た
め
に
も
医

療
機
関
再
建
に
協
力
を
」

「
被
災
者
の
多
く
が
今
後

の
生
活
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
今
こ
そ
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
地
の
神
戸
か
ら
支
援
の

手
を
差
し
の
べ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
子
ど
も
連
れ
な
ど
多
く

の
人
々
が
募
金
に
応
じ
た
。

　

協
会
で
は
、
会
員
か
ら
の
募
金

も
受
け
付
け
て
お
り
、
明
石
支
部

か
ら
は
４
月
22
日
の
段
階
で17

件
49
万
５
千
円
の
協
力
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

４
月
１
日
に
は
、
池
内
春
樹
理

事
長
が
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

と
と
も
に
、
厚
労
省
に
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
支
援
を
求
め
、
緊

急
要
請
を
行
っ
た
。
協
会
が
全
被

災
者
の
窓
口
一
部
負
担
金
免
除
な

ど
を
要
請
し
た
の
に
対
し
、
厚
労

省
は
、
国
の
責
任
で
幅
広
く
免
除

を
認
め
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
大
臣
官

房
総
務
課
渉
外
調
整
係
の
東
尚
史

係
長
、
保
険
局
医
療
課
の
古
賀
紳

介
事
務
官
、
医
政
局
総
務
課
情
報

企
画
係
の
岡
耕
一
郎
係
長
が
対
応
し
た
。

　

協
会
、
保
団
連
は
①
被
災
者
の
医
療
費

の
一
部
負
担
金
免
除
、
②
診
療
報
酬
等
の

概
算
請
求
の
取
り
扱
い
、
③
す
べ
て
の
被

災
民
間
医
療
機
関
へ
の
公
的
助
成
、
④
被

災
者
の
定
期
予
防
接
種
の
取
り
扱
い
、
の

４
点
を
中
心
に
要
請
。

　

被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
３
月
23
日
付
事
務
連

絡
が
、
対
象
者
に
「
業
務
を
廃
止
し
、
又

は
休
止
」
し
た
者
な
ど
を
追
加
し
た
こ
と

（
本
紙
前
号
既
報
）
を
協
会
・
保
団
連
は

歓
迎
し
、
現
場
で
被
災
者
を
振
り
分
け
る

の
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
全
被
災
者

の
一
部
負
担
金
を
免
除
す
る
よ
う
に
申
し

入
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
古
賀
事
務
官
は
「
罹
災

証
明
な
ど
は
必
要
な
い
」、「
医
療
機
関
に

負
担
を
求
め
な
い
シ
ス
テ
ム
」
が
通
知
の

趣
旨
で
あ
る
と
回
答
。
被
害
状
況
な
ど
が

不
明
で
も
、
後
か
ら
医
療
機
関
に
返
還
を

求
め
る
こ
と
は
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
た
。

　

診
療
報
酬
等
の
概
算
請
求
の
取
り
扱
い

で
は
、
厚
労
省
３
月
29
日
付
の
事
務
連
絡

で
、
医
科
の
保
険
医
療
機
関
で
通
常
の
請

求
が
困
難
な
場
合
は
、
概
算
請
求
可
能
と

し
て
い
る
。

　

協
会
・
保
団
連
か
ら
は
、
対
象
に
歯
科

医
療
機
関
も
加
え
る
こ
と
、
一
部
負
担
金

の
猶
予
分
の
加
算
を
引
き
上
げ
る
こ
と
な

ど
を
要
請
。
ま
た
、「
診
療
録
を
焼
失
棄

損
」
し
た
場
合
以
外
に
、
レ
セ
プ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
棄
損
、
担
当
事
務
員
の
死
亡

な
ど
の
理
由
で
も
概
算
請
求
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。

　 

協
会
で
は
、
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
さ

ん
に
募
金
や
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
募
金
の
振
込
先
は

郵
便
振
替00910

―2

―150366

兵
庫

県
保
険
医
協
会
ま
で
。「
東
日
本
大
震
災

募
金
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加
可
能
な
方

は
、
協
会
事
務
局
☎

078
―

393
―
１
８
０
１

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

元町商店街で募金を訴える協会役員

　すでにご存知のように、東日本大震災はマグニチュード９・０と未曾有
の規模で、10 メートルを超えるところもあった大きな津波を伴い、美しい
三陸のリアス式海岸の人々を一瞬の内に飲み込みました。高台に逃れた人々
は 50 万人を超えています。
　福島県では海沿いの原子力発電所の原子炉の冷却がうまくいかず炉心溶
融の心配があり、ここでも多くの方々が避難されています。
　阪神・淡路大震災の直下型とは違い、救出や復興にはさらに大きな援助
が必要です。保団連では支援本部を立ち上げ、医薬品等を携えての現地支
援をすすめています。国際社会からも、救援隊が続々現地へ入っています。
　今こそ、阪神・淡路大震災を経験した兵庫県から、連帯と共生の心を込
めた援助の手を被災された皆様に差し伸べようではありませんか。
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